


















すでに「造」の姓を持っていたようであるが、このような事について具体的に活動を明示した史料はなく、直接に、また 間接的に秦氏の部分的活動が示されている文献資料とても それは数冊の古典にとどまり、しかもそのほとんどが八世紀以後 おいて作成せられたも ある。こ 事は、その中の主要な史料と目さているものがた え大化前代までにほ
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蔵禄が「秦伴造」に任じられている。この大蔵操は秦氏の氏族であったかどうか明記されていないが、すでに述べた雄略朝におる記載などらかしておそらく秦氏がそ 職に携っていたと考えられ、従って、秦氏の氏族で大蔵操 職にあったも が「秦伴造」に任じられた事を示したものであろう。
大蔵官は、令義解によると大蔵省（管一一司五乙卿一人（蔵部六十人）掌ニ出納諸国調及銭金銀珠玉鋼鉄骨角歯翠漆張幕権衡度量。売買佑価諸方貢献雑物事－
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v在 － 陪 従 一 賜 一 一 爵 二 級 一
とあり、文武官、騎兵の子弟が一 の昇級を賜っているのに対し特に「騎兵父『官』一者」は二級の昇級を得ているところをみても察知されるのである。この昇級に秦民の一族と思われる秦前大魚が正六位上から外従五位下に進んでいる。
きて、藤原広嗣や橘奈良麻呂の乱、古くは壬申乱などにおいて常
に養氏が名を連ねているという事は、その詳細な行動は不明であるとしても反乱の主謀者が秦氏の軍事的な組織を利用したこ示している。また中央の政権に っても秦氏 このような組織が黙殺出来ないものであった事は、天平宝字元年八月庚辰条の橘奈良麻呂が兵を起した時に雇用 た秦氏の一族を戒めた宣命によっても察しられるところ る。これ の場合秦氏が 時の最高の権威者でなく権勢家と常 結びついている。これ 当時権力的支配関係が秦氏を そうせしめたのであろう。この状態は、後世 長岡京遷都や、平安京遷都 時 義民 動きに 現われている。喜田貞吉博士は、長岡京遷都の主導的役割をはたした藤原種継の母が秦朝元の娘であり、一方平安京遷都の場合においても、和気清麻日と一緒に行動 た藤原小黒麿 妻は恭仁京経営の際に大宮の垣を作って正八件下から一躍従四位下に叙せられた秦忌寸島暦の娘であった事を指摘してお れる。政治的、或は貴族の勢力的背景を伴って帝都 遷換が行なわ 場合におレて、同－氏族がそれぞれ一方の勢 配下 分れて利用されている事
葉氏の性格について
は、逆に考えるならば、棄民が常に権勢家に接近して行った事を示してレる。この遷都の場合相争う藤原家の中・にあって、種継は式家の系統であり、小黒麿が北家の系統を引くものである事を考え合せると、秦民が権門勢家と接近して行く事によって、自己氏族の勢力を伸ばし、又安全を期そうとした様相がうかがわれる。秦氏が氏族内で内－託があった 云う事を示したものも暗示したものも全くない。にもかかわらず秦氏が相反する勢力の配下にあったりしている事実は の枝氏の中には常に権勢家と結ぶ事によって、民族の勢力を伸ばし、又 安全をはかろ と事を示すに充分である。壬申乱における秦氏の行動もかく考えて初めて用解きれるであろう。最も彼等の中で中央の最高権力者に結びついたものがなかったわけではない。天平神護元年二月乙丑条にみる如く北門の守衛と 秦忌寸品川一人がみえている。 かし、これは権勢家と通じ 事によってかくなり待たので ろう。
八世紀における秦氏の職掌及びその社会的地位について続日本
紀、日本後紀などにより考えてみ 、秦氏山中央 地方の両官制に参与しており、官職の上ではずでに全く日本人と化して まっているが、冠位をみると、畏門守と った 忌寸嶋麻呂が従四位下まで進んだのが最高であり、大学頭となった秦朝元、主税助智麻呂、主税頭足畏、な
r
は外従五位上までしか進んでおらず、




















集められた殖産に関係する人達が秦氏と同一系譜の上に並ぶようになったのである。そして彼等は、－つには帰化人の生産技術者を配下に持っており武具を製作するに好都合であったと云う条件と帰化人として未開地の開墾にあたらきれた政治経済上の政策、更には、権力的社会に ける自己氏族の勢力の伸長、保安の為に私兵を擁するようになっ のであろう。このような状態となった各校氏は、常に 勢家と結ぶ事によって更に自己氏族の勢力を伸し安全を期する 力めたものと思われる。
注（
1
）井上光貞氏「宝仁の後商氏族とその仏教」史学雑誌五四編九号所収参照
（2
）津田左右吉博士『日本古代史の研究』所収「蕃別の系譜
Kついて」参照
（3
）関晃氏『帰化人』及び同氏「倭漢民 」史学雑誌六二続九号所収参照
（4
）群書類従巻三所収『上宮聖徳大子伝補閥記』との補関は成立年代は不明であるがおそらく平安時代初期と推定され史料価値もあまり高〈評価由来ない。
－がしか
し川勝が「軍政人」と記されているのに注目したい。
、
（5
）開書六八五頁軍政人葉遣川勝等三人の各有ニ等差一、後制－
一新位一之時
神手叙二小徳一川勝等叙－一大仁一
（6
）喜田貞吉博士『帝都』参照
（7
）林屋辰三郎氏「継体、説明朝の内乱の史的分析」立命館丈学八八号所収、及び同氏 再び継体一明 朝の内乱Kついて」歴史挙研究一六四号所収参照
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